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堆積物中の有機物の炭素同位体組成とC／N比

一駿河湾表層泥について一

和田秀樹＊・中井信之＊＊

CarbonIsotopic Composition and C／N Ratio of Organic

Matterin Sediment withSpecialReference to Surface

Sediments Collected from Suruga Bay

HidekiWADA＊and NobuyukiNAKAI＊＊

After reviewing the outline of carbonisotopIC COmpOSition and C／N ratio of

organic matterin natural system，the results of determination of carbonisotoplC

COmpOSition and C／N ratio of surface sediments collected from the Suruga Bay

were discussed．

In samples collected from off shore of Ohya，Shizuoka city，the carbon

isotopIC COmpOSitions of organic matter show a good correlation with the distance

Of the samplinglocality from the shore．This shows that the contribution of terre－

Strial organic carbon decreases withincreasing distance from the shore．We could

recognize no relationship between carbonisotoplC COmPOSition and C／N ratio．

1．緒　　昌

地球上の有機物は，生命活動によって生産される物

質に由来するものと考えられ，主に水素，炭素，窒素，

酸素から構成され，地球上の炭素の存在状態として，

炭酸塩として存在する炭素とともに最も重要な物質で

ある．有機物は生物体が死滅した後，微生物による分

解を受けながら，一部は炭酸ガスやメタンとして大気

中に放出されたり，地下水，海水などに溶解したりし，

再び生命活動に利用されたりする．又一部は，そのま

ま堆積物中に残されるものもある．この様な炭素の循

環過程は，炭素の同位体存在比を測定することによっ

て明らかにすることができる．即ち，天然の安定炭素

同位体は12Cと13Cであり，同位体は，化学的には区別

がつかないが，統計熱力学的には異なる性質を有する

ため，自然界における物理化学的あるいは生物学的な

過程を経る中で，僅かではあるが，同位体分別作用が

起こり，天然物中の炭素同位体比の変動が生ずる．こ
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のような天然界の様々な過程の中のそれぞれの特定の

過程に対する同位体分別係数を求めることができれば

それぞれの過程に対する同位体の変動を推定すること

ができ，その結果，複雑な自然界で起きる炭素の移動

過程を同位体を通して解析することが可能になる．こ

のように安定同位体を追跡子（トレーサー）として考え

る，炭素，窒素，水素，酸素，硫黄等に関した研究が

近年盛んに行なわれ多く甲成果があがっている．

現世堆積物中の有機物の炭素同位体組成については，

堆積環境との関連，特に陸上起源の有機物の海成堆積

物への寄与という視点からの研究がなされてきた．陸

上起源の有機物は，主と．して河ノ‘ll水によって海に運ば

れる．HEDGESand PARKER（1976）やSHULTZand

CALDER（1976）らは，Mexico湾内の堆積物中の有

機炭素の同位体組成を測定し，Mississippi川から

運ばれる有機物の寄与率を求めている．堆積物中の有

機炭素の同位体組成と堆積環境，特に近隣の河川の

影響，海流，湾の形などとの関連が明らかになれば，

炭素同位体比の研究から，更に古い堆積物に対して，

古環境を解析する手段となり得る．

ここでは，現在までに得られている有機物の炭素同

位体組成についての概説と，著者らが最近駿河湾やそ

の他の地域から得た，現世堆積物中の有機炭素同位体

組成の結果から，それらの意味と環境との関連を考え，

今後の展望などについても考えてみた．なお日本近海

海域の堆積物中の有機炭素の同位体組成についてはほ

とんどデータがなく，又堆積岩中の炭質物の同位体の

時代変化，あるいは環境解析の目的での研究はあまり

ない（WELTZ，1970）．

2．炭素同位体比測定の標準と表現法

天然における炭素は12Cが98．89％，13Cは1．11％

存在する．天然物に於ける13C／12Cの比の変動は極め

て小さいため，存在比の絶対値を使わず，標準物質か

らの偏差の測定とその表現法の方が正確でもあり意味

がある．標準物質からの13C／12Cの偏りは次式で定

義される．

∂13C＝（

（13C／12C）試料T（13C／12C）標準

（13C／lZc）標準 ）×川00

標準物は，U．S．A．South Carolina州Peedee層

から産出した箭石〃お～gemJlおりααmerよCα乃αノの一

個体PDB，Chicagoである．しかしPDB－Chicago

白身はも早なく，実際の測定の標準としては，NBS

（アメリカ標準局）が配布しているNBS－20という

西ドイツのSolenhofenの石灰岩，或いはNBS－21と

いう石墨試料が使われている．これらの標準試料と上

記PDB－Chicagoとの13C／12C比の差は，CRAI9

（1957）の測定した値が知られている．

炭素を含む物質A，B問に13C／12Cの偏差が存在す

る時，その値をfractionation factorとよび，次の

様に表わされる．

αA－B
（13C／12C）A l＋813cAXlO．3

（13C／12C）B「1＋∂13cB XlO‾3

αが1に十分近い時は，次の様に近似される．

1，0001nαA－B壬∂13cA－813cB＝A13cA－B

この値はper milfractionationあるいはA値と呼

ばれるものである．

3．有機物の炭素同位体組成を規定す

る反応過程

天然の有機物の合成は，緑色植物によるいわゆる光

合成によって行なわれる．その際，植物の炭素源とし

ては，大気中のC02が使用される．水中植物の場合，

水に溶解したCOzあるいはHCO言が使用される．従っ

て大気圏あるいは水圏から生物圏への炭素の移入に関

して，次の2つの過程が重要になる．

1）　H20＋CO2（aq）≠HCO言＋H’

2）　CO2＋H202〔CH20〕＋02

1）の過程では，次式で書ける同位体交換反応が考

えられる．

H12co言＋13co22H13co言＋12co2

EMRICH et al．（1970）の研究によれば，HCO言と

C02との間のfractionationは＋8．38士0．12（20℃）

である．

光合成に関する2）の過程の中では，大気中のC02

をとりこむ際，軽い同位体を含む12C02の方が13C02

より反応速度が早いため，生成される有機物の∂13C

は，大気のC02の∂13C値（KEELING（1960）によ
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れば－6～－7％の）より，20～30％012Cに富んだ組成

を持つことになる（PARK and EpsTEIN1960），

しかし，近年光合成の過程に関して，植物によりC02

のとり込み機構に2つの型が存在することが明らかに

なった（HATCH and SLACK，1970）．1つは，Cal－

VinTBenson経路をもつ植物群（C3型植物）であり，

他の1つはHatch－Slack経路をもつ植物群（C4型植

物）である．C3型植物は，普通の農業作物に多いもの

であり，

RuDP＋CO2十H20→2・PGA

という形で，大気中のC02を固定して植物体内にと

り込む．ここでRuDPはリブロース1．5－2リン酸で

あり，PGAは3リンtグリセリン酸である．この過

程でのkinetic fractionationは，植物によりかなり

大きな変動をするが，EsTEP et al．（1978）によれ

ば，α有機物－CO2＝1．02～1．06であり，大気のC02

より20％ク以上軽い同位体をもつ有機物が合成される

ことになる．

一方C4型植物はサトウキビやトウモロコシなど熱帯

植物に多く，

PEP十CO2＋H20→OAA＋H3P04

のようにC02は固定される．ここでPEPはリンーエ

ノルビルビン酸であり，OAAはオキサル酢酸である．

この過程でのkinetic fractionationはC3型植物のそ

れに比べて，著しく小さい事が知られ，EsTEP et

αZ．（1978）によればα有機断CO2＝1．003～1・006

である．天然での植物体の同位体組成は，見事にこの

過程の差を表わしていた（SMITH and EpsTEIN，

1971，FRY eとαZ．，1978）．

このようにして合成された有機物は，死滅により，

生物学的分解あるいは化学的な変化を受けることにな

る．土壌中や堆積物中で有機物が受ける時，分解され

易いタンパク質，アミノ酸類，糖類などが分解され，

次いで，徐々に他の炭水化物などが分解され，フルボ

酸やフミン酸等腐植物質が形成され，化学的変化を受

け，ケロジェンの生成に至る．これらの分解，生成の

過程では，多くの物質が分別的に出入をする．脂質な

ども分解されるが，炭素同位体組成は，ケロジュンよ

り2q3％0程12Cに富んでいる（ERDMAN et

75

αJ．，1975）．タンパク質などは全有機物よりは13Cに

富んでいる．しかし，これら分解される有機物は，全

有機物量に対する割合は小さく，ある程度分解が進ん

でも，残査有機物中の炭素同位体の値は，初期の平均

値に比べてあまり変化はしないものと考えてよい．

メタン発酵による有機物の分解も重要になる場合が

ある．その際発生するメタンと炭酸ガスとのfractio－

nationは天然界でも最も大きな値をもつものの1つで，

BoTTINGr1969）の計算によれば200－50℃でαco。－CH4

＝1．07～1．06　く　らいである．天然ガスなどの

メタンの同位体比は極めて12Cに富んでいる（NAKAI，

1960）．しかし，メタン発酵による残査有機物の同位体

組成はほとんど変化しない．

また，堆積物中の有機物が更に熱変質を受けて石墨

に変化する過程においても，同位体組成の変化は小さ

いと考えられるが，詳細は不明な点が多い．しかし，

堆積物中に炭酸塩鉱物が含まれ，そうした岩石が変成

作用を起こした場合，状態を全く異にする．特に，石

灰岩中に含まれる有機物の場合，熱変成作用によって

有機物と炭酸塩との間で炭素同位体交換反応を起こし

通常量的に少ない有機物の炭素同位体組成はマスバラ

ンスから炭酸塩のそれに近づくことになる．

少なくとも400℃以上の変成温度に達した場合，有

機物は石墨に変化し，石墨と炭酸塩の間で同位体交換

平衡に達する（WADA aJd OANA，1975）．変成岩中

の炭酸塩鉱物の含有量が変化している場合，有機物の

炭素同位体の変化は，更に複雑になる（HoEFS and

FREY，1976）．石墨と方解石との炭素同位体のfraction－

ationはBoTTINGA（1969）が理論的計算によって，

Wada and Suzuki（in preparation）が経験的に求

めた．WADA and SUzUKlによると400℃および

700℃ではそれぞれαCaCO。’－Cは1．010，1．003とな

る．

このような合成，分解，変成の過程を経る問に，炭

素同位体の組成は物質によって様々な値をとるように

なる．
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Fig・1・Distribution of carbonisotopic compositions for various natural substances．

4．天然の有機物の炭素同位体組成

有機物の炭素同位体組成は，CRAIG（1953）以来多

くの人々により種々の形態の有機物について測定され

ている．しかし，有機物は現世の堆積物からPrecamT

brianの岩石にまで存在するが，系統付けられた時代

変遷については未だわからない点が多い．図1は，陸

上および海洋の各種有機物における炭素同位体比の分

布を示した．この図では，代表的な論文からそれらの

結果を引用してある．

植物体の∂13Cについては，既に述べたように，C3

型植物とC4型植物との問には，明瞭な差がある．

FRY efα～．1（1978）の測定結果は，砂丘上の植物群

についての結果を示しているがSMITH and EpsTEIN

（1971）によっても104種の高等植物をつくる組織の

炭素同位体比を測定し，－24～－34％のをとるlow　∂

13Cグループと－6～－19％0のhigh∂13Cグループ

に分けられることが示されている．

この表には示されていないが，FRY eとα且．（1978）

は，動物組織の炭素同位体を測定し草食動物の体をつ

くる組織の∂13Cの値が動物が常食する植物の∂13C

の値を反映することを明らかにしている．

海棲の植物やプランクトンの炭素同位体組成は，海

水温が15～25℃では－19から－21％クを示す．SACK－

ETTeとαZ．（1965）は，プランクトンの有機物全量の

∂13Cの値が，生息水域の海水温と相関をもつことを

明らかにし，極地域で海水温が0℃付近では，プラン

クトンの∂13C値は，－26～－29％。であり，陸上植物の

C3型植物と同様な値をとる．水棲植物では，水のア

ルカリ度が増加すると，植物の∂13Cが増大すること

が知られる（OANA and DEEVEY，1960）．これは，

光合成に使われるC02が炭酸ガスではなく，∂13Cが

大きいHCO盲が使われるためとされる．

土壌や堆積物中の全有機物の∂13Cの値は，前述の植

物や動物から由来するものであるから，それらの混合

比によって様々な変化をする．特に，海底堆積物中の
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有機物については，メキシコ湾で多くの研究がなされ

ている．現世海成堆積物中の全有機炭素が－19から－

27％のあたりまで変化する理由は，全有機炭素に対する

河川水による陸源植物（主にC3型植物）と海棲プラン

クトン等の量的な違いによるものとされる（HEDGES

and PARKER，1976など）．地質時代の堆積岩中の

有機物の∂13Cは，一般に陸上植物のそれに似ている．

しかし，遠洋性として知られる堆積物中の有機物には

海成プランクトンに近い値を示す例も知られ，既に述

べた様に堆積物中の有機物からLipidを分離して測定

すると，残査有機物（ケロジェン）の値より2～3％0

12Cに富んでいる事が知られる（ERDMAN et al．，19

75）．

石墨の炭素の同位体比は，既に述べた様に，産状に

よって大きな変化を示す．石炭，石油の炭素同位体比

は公表されている論文が少ないが，石炭化，あるいは

有機物の分解によって石油が生成される過程において，

大きな変化はないと考えられていて，原料生物の炭素

同位体組成を反映している．

以上まとめてみると，∂13Cからみた有機物は，土壌

を含む陸上起源のものと海洋起源のものとでは明らか

に差がみられる．陸上起源の有機物は，C4型植物が大

量に生産される地域以外では，C3型植物で代表される

様な－25％クよりも軽い同位体組成をもつものと考えら

れる．HEDGES and PARKER（1976）他が論じた様

なメキシコ湾に見られる有機物の起源について，それ

を更に地質時代に適用できるかどうかが重要な問題と

なる．そのためには，メキシコ湾の様な大量の陸源物

質を排出するMississippi川のような大河川の流れこ

む海域のみならず，他地域での研究が必要となるであ

ろう．

5．有機物中のC／N比について

生物体をつくる有機物の主要元素である炭素と窒素

の重量比をC／N比として表わす（原子比として表わす

時は1．17倍をかける）．有機物のC／N比は，それらを

構成するタンパク質，炭水化物，脂肪などの構成比に

対応して変化する．海水中有機物の主体をなす植物性

プランクトンでは，C／N比は3．6から7．7であり平均

77

5．3とかなり一定の値をとる（小山，1980）．陸上の

森林植物では，木質部が大きな割合を占めるためC／N

比は200以上の値が推定されている（依田，1971）．

堆積物中の全有機物中のC／N比は，流入する陸源有機

物と海洋プランクトンの相対的な比によって変化する．

一方堆積物中の有機物は微生物による分解を受け，有

機窒素の方が有機炭素より分解速度が早いため，有機

物質は，地質年代を経て分解が進行するに従い，次第

に炭素の割合の多い有機物に変化してゆく．海底堆積

物のC／N比の平均値は，表層海盆堆積物で8．0が知

られ，堆積岩の平均的な値として14．8が知られている

（小山，1980）．

6．試料と実験方法

試料は，東京大学海洋研究所研究船“淡青丸“を使

用し1979年12月9日～12月13日に実施されたKT－79

－18次航海で採取された．採泥方法は，2通りで行な

い，1つはphlager corerを使用し，得られた柱状試

料の最上部1cmは，コアカッターによって切りとられ，

生物および化石研究用試料とし，その直下を5cmある

いは10cm毎に切り表層泥試料とする．他方，ソリネッ

ト試料は，船上で採取後，任意の一部を100cc程度保

存ビンにつめる．両試料とも，有機物の分解を防ぐた

め船上で直ちに冷凍保存する．研究室に持ち帰った冷

凍された試料は，解凍後，炭酸塩態の炭素を除くため

2N HCIによって1昼夜処理され，グラスフィルター

ろ過され，十分洗源後風乾される．

炭素同位体測定　上記酸処理された言式料200～500

m9を測りとり，磁性ボートに入れ石英菅で作られた燃

焼管内に入れる．燃焼管内を排気し，のち約％気

圧の酸素気流中で950℃で10分間燃焼させる．燃焼を

完全にするためグラスファンを用いて強制的に燃焼管

内に気流をつくり，更に750℃に加熱したCuO2炉に

気体を通過させる．燃焼後生成されたC02は，液体窒

素トラップによって捕集され，更にドライアイスーア

ルコールトラップを通して水と分離される．堆積物中

に硫化物が生成されたり，有機物中に硫黄化合物があ

る場合，S02が生成される．SOZは炭素同位体測定上

妨害になるので，MIZUTANI and OANA（1973）によ
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Tablel・Samples and geochemiCaldata on surface sediment of Suruga Bay．

SampleNo■

Locality Waterdepth

Lat．　　　　Long．　　　　　m

Total

Organic

carbon

％

Total

Organic

nitrogen

％

94，OYA－lN

lO4，OYA－2P

97，OYA－4N

lO6，OYA－7P，ト10

107，OYA－8P，ト10

108，OYA－9P，10－21

103，OYA－10N

85，MTS－1N

87，MTS－3N

91，．MTS－4P，1－10

92，MTS－5P，1－10

93，MTS－6P，ト4

34054．7′N　　138029．8′E

34054．3′N　　138031．3′E

34054．8′N　　138032．5′E

34053．2′N　　138032．2′E

34052．8′N　　138033．2′E

34051．6′N　　138035．4′E

34051．3′N　　138036．5′E

34037．4′N　　138046．8′E

34037．1′N　　138043．6′E

34037．1′N　　138042．7′E

34037．0′N　　138042．1′E

34037．0′N　　138040．5′E

3
　
　
1
　
　
5
　
　
0
　
　
5
　
　
5
　
　
0
　
　
0

0
　
　
8
　
　
7
　
　
0
　
　
9
　
　
6
　
　
5
　
　
2

1
　
　
2
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
0
　
　
3
　
　
1

1
　
　
　
1

0

　

　

0

8
　
　
0

2
　
　
4

■
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
●

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

9
　
　
3
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
9
　
　
3
　
　
0
　
　
3
　
　
5

9
　
　
8
　
　
1
　
　
9
　
　
4
　
　
7
　
　
4
　
　
0
　
　
5
　
　
5
　
　
6
　
　
1

0
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

l
 
l
　
　
1
　
　
2
　
　
4
　
　
（
8
　
　
4
　
　
4
　
　
3
　
　
4
　
　
3
　
　
4

5
　
　
4
　
　
4
　
　
3
　
　
3
　
　
2
　
　
3
　
　
0
　
　
3
　
　
3
　
　
1
　
　
1

2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2

一

一

一

一

一

　

l

 

l

　

一

一

一

　

l

　

一

2
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
5
　
　
9
　
　
5

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
0
　
　
1

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

3
　
　
4
　
　
0
　
　
5
　
　
2
　
　
4
　
　
2

8
　
　
7
　
　
0
　
　
9
　
　
9
　
　
8
　
　
9

1

＊the firstfigures correspondwith thatofCatalog No．byIkeyaandKitazato（1979）．

■＊determinedby volumetric yieldofCO2duringcombustionexperiment．

る方法，つまり几－ペンタンの融点においてC02とS02

を分離する方法でS02を除くことができる．このよう

にして純化されたC02は同位体比測定用の名古屋大学

理学部地球科学科に設置されているVarian MAT C

H7型質量分析計を用いて測定した．

全有機物の窒素含有量およびC／N比の測定　前述

の顧処理試料約19をとり，酸化剤としてCo02の粉

末49と混合し，CNコーダー用試料とする．CNコ

ーダーは，名古屋大学理学部地球科学科の柳本製NT

500型の器械を使用し，C／N比の補正用試料として馬

尿‾酸（C：60．33％，N：7．82％）を用いた．全有機

炭素および窒素の含有量はCNコーダーによって求め

られた．

7．駿河湾堆積物に含まれる全有機物

中の炭素同位体組成とC／N比

駿河湾から採取された表層堆積物について，炭素同

位体比およびC／N比の測定を行なった．結果は表1

に表わされる．

●●

●

●　　　　　　●

0　2　4　6　81012141618　20

Distancefmm theshore（km）

Fig．2．Relationshipbetween the carbonisotopic

composition and the distance from the shore

as the samplelocality of surface sediment

along the Ohya surveyingline，Suruga Bay．

大谷測線での試料は，海岸から湾の中央部にかけて，

水深103mから1，350mまで7点採取した．表1に表

わされる様に，堆積物の全有機物の∂13C値は海岸か

らの距離が大きくなるにつれ13Cが富んでゆく傾向が



堆積物中の有機物の炭素同位体組成とC／N比

ある（図2）．

海岸に最も近いOYAINが－25．1％クを示し，全試

料で最も軽い値を示している．最も重い∂13C値は，O

YA9PのT22．8％0であるが，OYAlONの一23．3～

－23．6％クという値も沿岸堆積物のOYAINに比較

しても軽い値と考えられる．

一方，三ツ石崎測線では，海岸からの距離あるいは

水深と有機物の∂13C値は大谷測線で見られた様な関係

は見られない．つまり最も浅いMTSINは120m水深

であるが，全試料のうち最も重い∂13Cである－20．4％ク

を示している．そして，水深280～400mでは－23．3

～→23．4％βであり，更に深度が深くなると－21．1～

－21．6％クと再び重い値を示す様になる．MTSの測

線の場合は平均的炭素同位体組成はOYA測線に比べ

て重い値が多い。

MTSINでは，底質が他の試料とは全く異なり貝殻

を含む荒い砂層であり，有機物含量も著しく小さい

（表1）．

C／N比は，表1に示されている通り，大谷測線では

沿岸部で8．2，湾の中央部でも9．3となり，深度との

関係は見られない．三ツ石崎沖の湾口部では11．3であ

り，最も大きな値を示している．

8．結果と考察

現在までに得られた結果は，駿河湾堆積物の一部分

しか扱っていないが，その示す結果は，主要な炭素同

位体の変化を推定するのに十分であると思われる．

大谷測線に沿っての変化は，この地域が，沿岸流に

よって安倍川および大井川といった河川から排出され

る陸源物質が運ばれ堆積していることと関連付けられ

る．陸源有機物は一般に一25％∂以下の軽い同位体組

成をもち，OYAINの値は，陸源有機物そのものか極

めてそれに近い値と考える事ができる．

駿河湾地域での海洋プランクトンの有機物の∂13C値

は直接の測定値はない．しかし，Wada（in prepa－

ration）に報告される様に，日本列島の紀伊半島から

四国沖にかけての遠洋性堆積物中の全有機物の∂13C値

は－20．2から－21．5％クの狭い範囲を示す．この値に近い

ものとして，MTSlおよびMTS6の－20．4％クおよ

79

び一21．4％クがあげられる．MTS3と4の∂13C値

は－23．2～－23．5％クという軽い値をとる．この事は

湾口部においても陸源性有機物の寄与が存在すると考

えることができる．三ッ石崎周辺は，黒潮の動きやそ

の反流など，沿岸流も複雑である．また伊豆の西海岸

は，湾に流入する大きな河川がなく，どのような経路

で運ばれたかを知るために，今後の湾全体の有機物の

∂13C分布を知ることによって明らかになるであろう．

C／N比と炭素同位体組成の関係は図3に示される．

C／N比は既に述べた様に，有機物の分解あるいは，，

有機物の由来に関係した指標となり得る．今回取扱っ

た試料は，堆積表面から1～5CⅡlあるいは1～10cm程

度の極く表層の堆積物が殆どであるので，有機物の

分解は余りないものと考え，有機物の由来との関連を

考察する．図3に表わされる様にC／N比と∂13C値の間

には明瞭な関係は認められない．特に大谷測線では，

沿岸域から沖合にかけて∂13Cは次第に増加する傾向

があるが，C／N比は∂13Cに関係なく7．4から9．7

といった海棲プランクトンと一致した値をとるように

見える．∂13C値の変化から推定される陸源性有機物

の寄与といっても，陸源性有機物のどのような部分が

堆積物の中に含まれるかは不明である．陸源性物質と

MTS5P
● MTS6P

●

5　6　7　8　9101112

C／N

Fig．3．Relationshipbetween the carbonisotopic

COmpOSition and the C／N ratio of surface

Sediments of the Suruga Bay．
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考えられる樹木の木質部やリグニン等が加わった場合

は，C／Nが増加することが期待されるが，懸濁有機物

のタンパク性物質などの寄与が大きい場合，C／N比は

大きくほならないであろう．しかし三河湾などのよう

に∂13CとC／N比によい相関が見られる場合もある（中

井・藤沢，未発表）．C／N比の問題は更に河口堆積物の

研究が必要となろう．

以上，駿河湾の底質堆積物中の全有機物の∂13Cの結

果から，陸源性有機物の寄与は，湾の中央部，場合に

よっては一部湾口部でも認められる．しかし湾口部で

は，殆ど海洋性プランクトンで代表される海成有機

物の∂13Cと同じ値であり，陸源性有機物の寄与は，湾内

の堆積物には重要である．SHULTZ and CALDER

（1976）が示した様にMississippi川の陸源性有機物の

寄与が河口から60加とか70km程度であることを考えると，

駿河湾では湾口部の巾約50加，湾口部から湾奥部の富士川

河口まで70kmもあることから，沿岸流の影響が強く作

用している様に思われる．この様に有機炭素の同位体

組成と堆積環境との対応はかなり密接な関係があると

考えられ，今後このような視点から堆積物や堆積岩中

の有機炭素の同位体組成を検討してゆくことにより，

新しい有用な知識が得られるものと考えられる．
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